
問

介
護
保
険
の
次
期
９

期
（
令
和
６
～
８
年
度
）

計
画
の
策
定
懇
話
会
が
開

か
れ
て
い
る
。

介
護
事
業
者
の
サ
ー
ビ

ス
休
止
や
廃
止
が
相
当
数

あ
る
と
聞
く
が
、
そ
の
実

態
は
ど
う
か
。

８
期
で
の
未
整
備
の
施

設
整
備
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

第
８
期

（
令
和
３
～
５
年
度
）
中

に
廃
止
・
休
止
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
数
は
11

月
１
日
現
在
、
介
護
医
療

院
と
介
護
療
養
型
医
療
施

設
の
施
設
系
が
２
事
業

所
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
通
所
系
が

事
業
所
、

16

訪
問
介
護
な
ど
の
訪
問
系

が

事
業
所
で
、
計

事

31

49

業
所
と
な
っ
て
い
る
。

廃
止
・
休
止
の
主
な
理

由
は
、
薬
局
や
医
院
な
ど

が
事
業
を
廃
止
し
た
も
の

が

事
業
所
、
人
員
不
足

20
が

事
業
所
だ
っ
た
。

15一
方
で
、
新
た
な
開
設

は

事
業
所
で
、
グ
ル
ー

28
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
系

２
事
業
所
、
通
所
系
が
４

事
業
所
、
訪
問
系
が

事
22

業
所
で
あ
る
。

８
期
で
未
整
備
と
な
っ

た
施
設
は
、
経
営
者
の
急

逝
や
、
法
人
の
経
営
上
の

判
断
に
よ
る
も
の
だ
。

次
期
９
期
計
画
に
係
る

調
査
結
果
で
は
、
８
期
未

整
備
の
介
護
医
療
院
と
、

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
の
整
備
意

向
が
無
か
っ
た
。

今
後
、
医
療
ニ
ー
ズ
の

高
い
要
介
護
者
の
サ
ー
ビ

ス
充
実
が
求
め
ら
れ
、
確

保
に
向
け
て
医
療
機
関
等

へ
働
き
か
け
て
ゆ
く
。

問

耳
の
聴
こ
え
の
調
査

で
は
、
加
齢
に
伴
う
聴
力

低
下
を
感
じ
て
い
る
人
が

全
体
の

・
１
％
、
「
何

45

ら
か
の
手
立
て
が
必
要
と

思
う
が
何
も
し
て
い
な

い
」
と
し
て
い
る
人
が
44

・
５
％
で
、
幸
福
度
が
低

い
傾
向
と
し
て
い
る
。

調
査
結
果
を
受
け
、
課

題
を
ど
う
解
決
し
て
ゆ
く

の
か
。

健
康
福
祉
部
長

聴
力
低

下
に
よ
る
社
会
参
加
意
欲

減
退
は
、
身
体
虚
弱
に
も

つ
な
が
る
。

予
防
の
取
組
は
、
認
知

症
予
防
の
観
点
か
ら
も
非

常
に
重
要
で
あ
る
。

聴
力
低
下
の
予
防
啓
発

と
、
早
期
の
医
療
機
関
受

診
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

介
護
予
防
講
座
や
認
知

症
教
室
な
ど
、
啓
発
に
重

点
的
に
取
り
組
む
。

補
聴
器
購
入
費
の
助
成

は
、
医
師
か
ら
の
意
見
な

ど
を
聞
き
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問

介
護
給
付
準
備
基
金

は
、
今
年
度
末
に

億
５

15

４
０
０
万
円
だ
。

歳
以
上
の
保
険
料
基

65
準
額
は
、
県
内

市
の
中

13

で
一
番
高
い
。

積
み
上
が
っ
た
基
金

を
、
保
険
料
引
き
下
げ
に

回
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

国
で
の

介
護
報
酬
改
定
の
議
論
が

続
い
て
お
り
、
保
険
料
引

き
上
げ
の
見
通
し
が
あ

り
、

月
中
に
結
論
が
出

12

る
予
定
だ
。

今
後
、
団
塊
世
代
の
介

護
需
要
が
高
ま
り
、
給
付

費
の
大
幅
な
上
昇
も
予
想

さ
れ
、
将
来
人
口
な
ど
様

々
な
影
響
を
踏
ま
え
、
慎

重
に
検
討
し
て
ゆ
く
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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新つるおかＨＰ

月
７
日
の
鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
一
般
質
問
で
、

12

12

菅
井
巌
議
員
が
、
①
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
、
②
持

続
可
能
な
地
域
農
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま

し
た
。

介
護
事
業
者
の
休
止
・廃
止
の
実
態
は

ੂ
ސ
ര
੦
Ȫ
ো
Ȧ
ɇ
ࢧ
ܽ
Ɏ
ࡻ
Ƚ
Ⱥ
ȕ

▽
能
登
半
島
地
震
の
惨
状
に
日
々
胸
が

痛
み
ま
す
。
震
度
４
を
記
録
し
た
本
県

で
も
、
１
月
１
日
直
ち
に
対
策
本
部
を

設
置
、
被
害
状
況
・
影
響
等
の
把
握
と

と
も
に
、
被
災
地
支
援
を
開
始
し
ま
し

た
。
支
援
物
資
の
提
供
、
災
害
時
医
療

チ
ー
ム
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
・
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
（
荘
内

病
院
を
含
む
官
民
の
医
療
機
関
か
ら
）、

保
健
師
、
警
察
官
の
派
遣
、
給
水
車
派

遣
、
募
金
箱
設
置
等
々
（
い
ず
れ
も
予

定
含
む
）。
正
月
返
上
で
業
務
に
当
た
っ

た
方
々
、
困
難
の
た
だ
中
に
あ
る
現
地

に
使
命
感
を
持
っ
て
赴
か
れ
る
方
々
に

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

▽
人
命
救
助
と
避
難
所
生
活
改
善
、
医

療
・
介
護
確
保
等
が
緊
急
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
住
宅
、
生
業
の
再
建
等

々
、
大
規
模
な
支
援
が
引
き
続
き
必
要

と
な
り
ま
す
。
軍
拡
や
大
阪
万
博
に
う

つ
つ
を
抜
か
す
事
は
い
よ
い
よ
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

◇
本
県
も
大
規
模
災

害
を
想
定
し
た
備
え

を
改
め
て
強
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
９
年
の
山

形
県
沖
地
震
を
受
け
た
９
月
議
会
で
、

①
本
県
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
が
最

大

万
円
と
低
い
こ
と
を
指
摘
、
他
会

30
派
の
議
員
の
質
問
も
相
次
ぎ
、

年
に

22

３
百
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

②
避
難
所
は
市
町
村
が
設
置
し
ま
す

が
、
食
事
・
ベ
ッ
ド
・
ト
イ
レ
が
重
要

で
あ
り
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
確
保
の
た

め
に
県
が
業
界
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を

提
案
、
翌
年
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
③
瓦

屋
根
の
修
繕
支
援
、
落
下
し
た
瓦
の
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
等
も
実
現
・
充
実
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
以
上
は
、
防

災
対
策
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

（
県
議

関

徹
）

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議

団
と
関
徹
県
議
は
４
日
、

市
文
化
会
館
前
で
新
春
街

頭
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

元
日
に
発
生
し
た
大
規

模
な
能
登
半
島
地
震
に
ふ

れ
て
、
被
災
者
支
援
と
国

の
復
旧
対
策
、
自
民
党
の

裏
金
疑
惑
の
徹
底
究
明
、

物
価
高
の
生
活
者
支
援
な

ど
を
訴
え
、
政
治
革
新
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。



（
１
面
の
つ
づ
き
）

問

国
・
財
務
省
の
「
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
」
圧
力
が
強

ま
り
、
水
田
活
用
交
付
金

の
減
額
が
「
大
豆
」
「
そ

ば
」「
牧
草
」「
飼
料
用
米
」

に
影
響
が
及
ぶ
。

大
豆
や
小
麦
に
加
え
、

畜
産
に
不
可
欠
な
飼
料
作

物
の
自
給
率
向
上
と
、
条

件
に
適
し
た
飼
料
米
や
飼

料
稲
の
拡
大
、
実
需
者
の

多
い
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
栽
培
も
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

農
林
水
産
部
長

本
市
の

作
付
面
積
の
３
年
前
と
の

比
較
で
は
、
飼
料
用
米
が

約
１
７
０

拡
大
し
約
６

ha

０
０

、
飼
料
用
稲
は
横

ha

ば
い
で
約

で
あ
る
。

40
ha

課
題
と
し
て
は
、
飼
料

用
米
や
飼
料
用
稲
は
流
通

中
山
間
直
接
支
払
予
算
不
足
、
影
響
は

令
和
５
年
度
第
３
回
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

が

月

日
開
催
さ
れ
ま

12

26

し
た
。

会
長
に
佐
藤
昌
哉
議
員

（
創
政
ク
ラ
ブ
）
、
会
長

職
務
代
理
者
に
坂
本
昌
栄

議
員
（
共
産
党
）
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

国
保
会
計
の
財
政
見
通

し
で
は
、
国
保
事
業
費
納

付
金
（
県
へ
の
納
付
金
）

の
金
額
に
つ
い
て
、
「
納

付
金
ベ
ー
ス
の
統
一
」
が

予
定
さ
れ
て
い
る
と
し

て
、
県
が
参
考
に
示
し
た

額
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

保
険
税
水
準
統
一
の
た

め
の
検
討
協
議
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
基
金
残
高
の

目
標
「
県
納
付
金
の
２
割

規
模
の
約
６
億
円
」
は
、

目
標
水
準
の
見
直
し
を
行

わ
な
い
と
し
ま
し
た
。

年
度
末
に
は
、
基
金

10
残
高
は
目
標
額
を
下
回

り
、

年
度
は
形
式
収
支

11

が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
見
通

し
で
、
保
険
税
水
準
統
一

の
影
響
は
深
刻
で
す
。

以
上
を
踏
ま
え
、
令
和

６
年
度
は
現
行
税
率
を
継

続
す
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

坂
本
委
員
は
、
「
物
価

高
騰
が
市
民
生
活
を
脅
か

し
て
い
る
今
、
基
金
積
立

８
億
５
千
万
円
と
、
形
式

収
支
（
約

億
２
千
万
円
）

17

を
使
用
す
れ
ば
、
税
率
の

引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
」

と
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

採
決
で
は
、
賛
成
多
数

に
よ
り
税
率
の
据
え
置
き

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、
「
コ
ロ
ナ

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検

査
キ
ッ
ト
が
な
い
」
「
薬

が
少
な
く
１
週
間
分
出
せ

ず
、
２
～
３
日
分
出
す
の

が
や
っ
と
で
あ
る
」
等
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

価
格
が
低
く
、
国
支
援
制

度
を
活
用
し
て
も
主
食
用

米
に
比
べ
て
農
家
所
得
が

大
き
く
劣
る
。

山
大
農
学
部
と
連
携

し
、
約
３
・
３

で
子
実

ha

用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培

技
術
等
の
実
証
を
行
っ
て

い
る
。

今
後
は
、
実
証
結
果
の

共
有
や
、
実
需
者
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
、
段

階
的
拡
大
を
進
め
た
い
。

問

生
産
条
件
の
不
利
な

中
山
間
地
域
を
支
援
す
る

制
度
で
あ
る
「
中
山
間
地

域
直
接
支
払
交
付
金
」
が
、

国
の
予
算
不
足
と
な
っ
て

い
る
。

５
つ
あ
る
加
算
措
置
の

う
ち
、
「
集
落
協
定
広
域

化
加
算
」
と
「
集
落
機
能

強
化
加
算
」
、「
生
産
性
向

上
加
算
」
の
減
額
が
報
じ

ら
れ
て
い
る
。

本
市
の
影
響
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長

令
和
４

年
度
の
加
算
措
置
の
状
況

は
、
「
集
落
協
定
広
域
化

加
算
」
が
３
組
織
・
交
付

額
約
５
５
０
万
円
、
「
集

落
機
能
強
化
加
算
」
が
８

組
織
・
交
付
額
約
７
７
０

万
円
、
「
生
産
性
向
上
加

「
２
０
２
４
年
能
登
半

島
地
震
災
害
募
金
」へ

の
ご
協
力
の
お
願
い

【
郵
便
振
替
】
口
座
番
号

０
０
１
７
０
・
９
・
１
４

０
３
２
１

加
入
者
氏
名

日
本
共

産
党
災
害
募
金
係

＊
通
信
欄
に
「
能
登
半
島

地
震
募
金
」
と
ご
記
入
く

だ
さ
い
。
手
数
料
は
ご
負

担
願
い
ま
す
。

党
鶴
岡
地
区
委
員
会
で

も
、
募
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
電
話

・
３
３

22

１
３

鶴
岡
市
消
防
出
初
め
式

が
６
日
、
市
役
所
前
の
県

道
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
島
方
面
隊
に
よ
る
梯

子
（
は
し
ご
）
乗
り
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
市
民
文
教
常
任

委
員
の
長
谷
川
剛
議
員
も

参
列
し
ま
し
た
。

算
」
が

組
織
・
交
付
額

17

約
１
５
０
０
万
円
で
、
交

付
額
合
計
は
約
２
８
０
０

万
円
だ
。

令
和
５
年
度
は
、
加
算

措
置
交
付
額
が
約

％
85

で
、
約
４
０
０
万
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
。

組
織
で
は
機
械
購
入
を

予
定
し
て
い
る
例
も
あ

り
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
と
も
聞
く
。

他
の
補
助
制
度
の
活
用

や
、
一
律
の
減
額
交
付
で

は
な
く
、
組
織
へ
の
聞
取

り
の
上
で
優
先
順
位
を
つ

け
、
影
響
を
少
し
で
も
減

ら
す
よ
う
、
県
等
と
連
携

を
図
っ
て
ゆ
く
。

鶴
岡
市
議
会
公
明
党
の

議
会
だ
よ
り
１
月
号
で
、

富
樫
正
毅
議
員
が
、
慣
例

で
自
分
は
副
議
長
を
退
任

し
た
の
に
、
共
産
党
市
議

団
の
監
査
委
員
は
、
「
議

長
の
要
請
に
か
か
わ
ら
ず

退
職
願
を
拒
否
し
た
」
と

批
判
し
て
い
ま
す
。

議
長
・
副
議
長
は
、
議

会
本
会
議
で
議
員
の
選
挙

に
よ
り
選
ば
れ
、
慣
例
で

任
期
２
年
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
監
査
委
員
は
、
市

当
局
の
提
案
で
、
任
期
は

４
年
で
す
。

議
長
か
ら
は
「
継
続
の

確
認
」
の
み
で
、
「
監
査

委
員
に
退
職
の
要
請
」
は
、

慣
例
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鶴岡市国民健康保険の財政見通し（2023.12.26国保運協資料から）
歳入 (決算額) (決算額) (決算見込額) (推計額) (推計額) (推計額) (推計額) (推計額) (推計額)

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

国保税 2,659,240 2,427,337 2,357,701 2,196,475 2,081,170 1,978,354 1,884,650 1,790,839 1,717,629

国県支出金 9,110,745 8,947,109 8,976,298 8,964,951 8,908,626 8,872,942 8,862,904 8,829,800 8,885,106

一般会計繰入金 815,539 798,768 828,678 946,645 856,332 859,488 861,108 864,126 865,794⇒
基金繰入金 0 0 0 0 0 0 0 579,988 270,459

前年度繰越金 1,653,144 1,929,038 1,876,686 1,719,541 1,534,196 1,128,594 635,816 65,848 0

その他収入 27,313 30,468 36,346 36,786 36,786 36,786 36,786 36,786 36,786

歳入計 14,265,981 14,132,720 14,075,709 13,864,398 13,417,110 12,876,164 12,281,264 12,167,387 11,775,774

歳出

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

総務費 77,455 83,431 93,712 185,710 92,604 92,604 92,604 92,604 92,604

保険給付費 8,713,015 8,714,580 8,850,825 8,881,492 8,825,406 8,789,722 8,779,903 8,746,680 8,801,986

国保事業費納付金 3,125,374 3,057,956 3,063,210 3,003,137 3,118,500 3,106,016 3,090,903 3,076,097 3,065,087

保健事業費 175,687 175,109 202,442 204,268 204,268 204,268 204,268 204,268 204,268

基金積立金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他支出 245,412 224,958 145,979 55,595 47,738 47,738 47,738 47,738 47,738

歳出計 12,336,943 12,256,034 12,356,168 12,330,202 12,288,516 12,240,348 12,215,416 12,167,387 12,211,683

収支等

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

形式収支 1,929,038 1,876,686 1,719,541 1,534,196 1,128,594 635,816 65,848 0⇒ △435,909

単年度収支 275,894 △52,352 △157,145 △185,345 △405,602 △492,778 △569,968 △645,836 △706,368

年度末基金残高 850,447 850,447 850,447 850,447 850,447 850,447 850,447 270,459 0


